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（1） ２０１８年６月５日 第５３４号健 康 の い ず み

立
川
健
康
ま
つ

り
が
立
川
相
互

病
院
隣
り
で
開

か
れ
た
。
来
場

者
４
０
０
０
人
、
に
ぎ
や

か
で
楽
し
か
っ
た
。
立
川

市
羽
衣
町
で
は
友
の
会
が

大
き
な
役
割
を
果
た
す
認

知
症
見
守
り
訓
練
が
行

政
、
自
治
会
ぐ
る
み
で
続

け
ら
れ
、
子
ど
も
食
堂
が

始
ま
っ
た
／
超
高
齢
少
子

社
会
、
貧
困
と
格
差
、
社

会
的
孤
立
が
広
が
る
。
身

近
も
例
外
で
は
な
く
、
健

康
と
生
活
を
支
え
る
活

動
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
市

民
の
切
実
な
願
い
だ
。
地

域
包
括
ケ
ア
・
共
生
社
会

は
「
国
策
」
と
も
な
っ
た

／
病
気
や
貧
困
対
策
は
リ

ス
ク
の
あ
る
人
を
対
象
と

し
た
対
策
で
は
な
く
、
全

人
口
を
対
象
と
し
た
対
策

が
効
果
あ
り
と
さ
れ
る
。

そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る

だ
け
で
ど
の
人
も
健
康
が

支
え
ら
れ
、
ケ
ア
が
保
た

れ
る
ま
ち
だ
。
一
人
ひ
と

り
が
持
つ
可
能
性
と
創
造

性
が
生
か
さ
れ
、
人
の
つ

な
が
り
を
広
げ
る
／
国
、

自
治
体
の
公
的
責
任
が
不

可
欠
で
あ
り
運
動
が
必
要

だ
。
公
的
責
任
は
住
民
参

加
の
、
住
民
本
位
の
街
づ

く
り
を
下
支
え
す
る
。
友

の
会
と
と
も
に
追
求
す
る

無
差
別
平
等
の
地
域
包
括

ケ
ア
、
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
街
づ
く
り
は
、

今
こ
そ
課
題
だ
（
宮
）

「健康のいずみ」にご意見・
ご感想をお寄せください
〒190-0022 立川市錦町1-23-25
健生会「健康のいずみ」
izumi@t-kenseikai.jp
ＦＡＸ (042)528-2860

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
か
か
げ
、
５
月

13
日
、
立
川
健
康
ま
つ
り
が
開
か

れ
ま
し
た
。
会
場
の
サ
ン
サ
ン
ロ

ー
ド
に
は
４
０
０
０
人
が
訪
れ
、

大
賑
わ
い
で
し
た
。
来
場
者
は
ス

テ
ー
ジ
や
模
擬
店
な
ど
を
思
い
思

い
に
楽
し
み
ま
し
た
。
立
川
健
康

ま
つ
り
は
、
健
生
会
グ
ル
ー
プ
を

中
心
に
、
市
内
の
市
民
団
体
な
ど

が
実
行
委
員
会
を
作
っ
て
開
催

し
、
今
年
で
７
回
目
。
大
人
も
子

ど
も
も
み
ん
な
で
楽
し
め
る
、
地

域
ぐ
る
み
の
お
祭
り
で
す
。

実
行
委
員
長
と
し
て
開

会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
立

川
相
互
病
院
の
高
橋
雅
哉

院
長
は
、「
今
日
の
ま
つ

り
を
通
じ
て
、
地
域
の
人

々
の
健
康
と
平
和
と
幸
福

が
よ
り
広
が
る
こ
と
を
願

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し

た
。
立
川
市
の
横
塚
知
子

保
健
医
療
担
当
部
長
、
至

誠
学
舎
立
川
の
橋
本
正
明

理
事
長
が
来
賓
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
高
校
生

た
ち
の
吹
奏
楽
や
ダ
ン

ス
、
エ
イ
サ
ー
や
お
囃

子
、
医
師
に
よ
る
健
康
体

操
ま
で
、
華
や
か
な
舞
台

が
続
き
ま
す
。
模
擬
店
ブ

ー
ス
で
は
、
骨
密
度
や
血

管
年
齢
が
測
定
で
き
る
健

康
チ
ェ
ッ
ク
が
大
人
気
。

チ
ヂ
ミ
や
焼
き
団
子
な
ど

の
飲
食
模
擬
店
も
長
蛇
の

列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
や
ポ
ニ
ー
乗
馬

は
ち
い
さ
い
子
ど
も
た
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

立
川
相
互
病
院
は
３
月
、

ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
モ
ー
テ
ィ
ン

グ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル(

Ｈ
Ｐ
Ｈ) 

〜
健
康
増
進
活
動
拠
点
病
院

〜
に
加
盟
し
ま
し
た
。
Ｈ
Ｐ

Ｈ
は
「
患
者
、
職
員
、
地
域

住
民
の
健
康
水
準
の
向
上
を

め
ざ
し
、
住
民
や
地
域
社
会

・
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
自
治
体

な
ど
と
と
も
に
健
康
な
ま
ち

づ
く
り
、
幸
福
・
公
平
・
公

正
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
す

る
」
こ
と
を
目
標
に
、
患

者
、
職
員
、
地
位
住
民
を
対

象
と
し
た
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
病
院
と
し
て

と
り
く
ん
で
い
き
ま
す
。

当
院
は
こ
れ
ま
で
も
「
赤

ち
ゃ
ん
に
や
さ
し
い
病
院

（
Ｂ
Ｆ
Ｈ
）」
と
し
て
の
活

動
、
す
こ
や
か
教
室
、
患
者

会
活
動
と
の
共
同
、
院
内
の

お
散
歩
コ
ー
ス
の
設
定
、
な

ん
で
も
相
談
村
、
友
の
会
と

の
共
同
の
取
り
組
み
、
健
康

ま
つ
り
、
被
爆
者
検
診
な
ど

様
々
な
と
り
く
み
を
し
て
き

ま
し
た
。
Ｈ
Ｐ
Ｈ
加
盟
を
契

機
に
、
こ
う
し
た
活
動
を
よ

り
旺
盛
に
す
る
と
と
も
に
、

外
部
に
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル

を
す
る
こ
と
や
、
有
用
性
を

評
価
・
検
討
し
て
よ
り
良
い

も
っ
と
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
、

幸
福
・
公
平
・
公
正
な
社
会
へ

Ｈ
Ｐ
Ｈ            
に
加
盟

ヘ
ル
ス
・
プ
ロ

モ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
ホ
ス
ピ
タ
ル

立川相互病院

と
り
く
み
に
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
評
価
検
討
し
、
有
用
な

こ
と
を
日
本
全
国
、
世
界
の

病
院
と
共
有
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

友
の
会
の
方
々
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
様
々

な
と
り
く
み
を
行
っ
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。【
立
川

相
互
病
院
・
Ｈ
Ｐ
Ｈ
委
員
会

委
員
長
・
南
條
嘉
宏
医
師
】

大
人
気
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

高
校
生
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
。
大
迫
力
で
会
場
も
盛
り
上
が
る

地
域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

　
　

市
民
４
０
０
０
人
が
来
場

第７回
立川健康
まつり

立川市の国民健康保険は、全世帯
の３分の１、３万世帯が加入してい
ます。加入者の国保料の金額を決め
る基準となる「但し書き所得」は、
200万円以下が74％、300万円以下は
87％（平成28年９月・立川市資料よ
り）。保険料は、年収400万円の４人
家族（40歳代夫婦・子ども2人モデ
ル）で立川市は44万円。お隣の日野
市より10万円も高い保険料です。さ
らに市は18年度一般財源からの繰り
入れ２億円を削減し、保険料１．２
億円、一人あたり平均3,750円の値
上げを決めました。国民健康保険の
加入者は、年金生活者や非正規労働
者、自営業者です。保険料の負担が
重くのしかかってきます。
「2025年には人口の３割が65歳以
上」「2035年には全世帯主のうち65
歳以上が40.8％」（国立社会問題・

人口問題研究所・平成29年推計）と
の予測があります。超高齢化社会に
あって「貧困と格差」をなくす政治
のあり方、社会保障のあり方を国・
自治体に強く求めていかなければな
りません。
安倍政権のもと、改憲や社会保障
の破壊、政治の私物化が進行してい
ます。今日ほど自治体が地方自治法
の精神「住民の福祉と暮らしを守
る」の役割が求められているときは
ありません。
ごみ袋の値下げ、学校給食費の無
償化など、市民の切実な要求が広が
っています。今月は立川市議会議員
選挙です。市民の願いを実現できる
市政と市議会を、みんなの力で作り
ましょう。【三多摩健康友の会立川
支部・引地央支部長】

他市より
10万円も
高い!?
国保料

６
月
は
立
川
市
議
選

住
民
の
福
祉
と
暮
ら
し
を
守
る

市
議
会
を
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

『健康のいずみ』533号２面「2018新入医師」記事内の畠山岳医師の読み仮名に誤りがございました。お詫びして訂正いたします。誤：はたけやま　がく　正：はたやま　がく

  

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

健
康・平
和・幸
福
な
地
域
へ



２０１８年６月５日第５３４号 （2）健 康 の い ず み

西
武
多
摩
川
線
・
白
糸

台
駅
か
ら
線
路
に
沿
っ
て

歩
く
こ
と
５
分
。
住
宅
街

に
突
然
現
れ
る
の
が
、
つ

ぶ
れ
た
半
円
の
よ
う
な
形

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塊
で

す
。１

９
４
１
年
（
昭
和
16

年
）
か
ら
１
９
４
５
年

（
昭
和
20
年
）
ま
で
、
首

に
は
、
陸
軍
と
建
設
業
者

が
中
心
と
な
り
、
地
元
住

民
や
中
学
生
も
作
業
に
駆

り
出
さ
れ
、
わ
ず
か
３
ヵ

月
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

終
戦
後
、
多
く
の
掩
体

壕
は
取
り
壊
さ
れ
、
現
存

す
る
の
は
三
鷹
市
の
都
立

武
蔵
野
公
園
に
２
基
、
府

中
市
内
に
２
基
が
残
る
の

み
で
す
。
白
糸
台
の
掩
体

壕
は
、
旧
所
有
者
が
繰
り

返
し
補
修
を
お
こ
な
っ
て

き
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の

ま
ま
の
姿
で
現
存
し
て
い

ま
す
。
２
０
０
６
年
に
は

府
中
市
の
公
有
化
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

掩
体
壕
の
前
に
は
、
き

れ
い
に
整
備
さ
れ
た
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
程
の
大
き
さ
の

広
場
。
そ
の
端
に
は
ま
だ

小
さ
な
広
島
の
被
爆
樹
木

・
二
世
の
ア
オ
ギ
リ
が
根

を
張
っ
て
い
ま
し
た
。

戦
争
の
記
憶
と
平
和
の

尊
さ
を
い
ま
に
伝
え
る
大

切
な
戦
跡
で
す
。

戦跡ＤＡＴＡ

旧陸軍調布飛行場旧陸軍調布飛行場
白糸台掩体壕白糸台掩体壕
府中市白糸台２－１７

西武線「白糸台駅」徒歩約7分
京王線「武蔵野台駅」

徒歩約10分

ててくくててくく
戦跡戦跡ウォーク ウォーク 【3】【3】

三多摩

旧陸軍調布飛行場白糸台掩体壕旧陸軍調布飛行場白糸台掩体壕
（府中市白糸台）（府中市白糸台）

都
防
衛
の
拠
点
だ
っ
た
陸

軍
・
調
布
飛
行
場
。
戦
争

末
期
に
は
、
鹿
児
島
県
の

知
覧
基
地
へ
の
中
継
点
と

し
て
、
特
攻
隊
の
訓
練
も

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

掩え
ん
た
い
ご
う

体
壕
と
は
敵
軍
の
空

襲
か
ら
戦
闘
機
を
守
る
施

設
で
す
。
１
９
４
４
年

（
昭
和
19
年
）、
ア
メ
リ

カ
軍
の
本
土
空
襲
の
激
化

に
伴
い
、
残
り
少
な
い
貴

重
な
飛
行
機
を
空
襲
か
ら

守
り
隠
し
て
お
く
た
め

に
、
調
布
飛
行
場
の
周
囲

に
は
約
60
基
の
掩
体
壕
が

つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
建
設

戦
闘
機
の『
防
空
壕
』

戦
争
の
記
憶
と
平
和
の
尊
さ
伝
え
る

社
会
医
療
法
人
社
団
健
生
会
は
５
月
に
社
員
総
会
・

理
事
会
を
開
催
し
、
65
期
の
理
事
長
人
事
を
決
定
し
ま

し
た
。
宮
地
秀
彰
医
師
が
理
事
長
職
を
退
任
し
ま
し
た
。

三
多
摩
健
康
友
の
会
の

み
な
さ
ま
、
職
員
の
み
な

さ
ま
と
と
も
に
働
き
、
活

動
で
き
た
こ
と
を
感
謝
い

た
し
ま
す
。
私
が
理
事
長

を
務
め
た
２
０
１
２
年
か

ら
の
６
年
間
は
、
12
年
・

大
南
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ

ッ
ク
開
設
、
13
年
・
健
生

会
60
年
史
出
版
、
14
年
は

み
、
行
政
の
施
策
で
も
あ

る
地
域
包
括
ケ
ア
が
始
ま

り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
大

切
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

現
在
法
人
第
６
次
長
期

計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。

急
性
期
・
教
育
・
地
域
連

携
を
進
め
る
立
川
相
互
病

院
が
本
格
稼
働
し
、
無
差

別
平
等
の
地
域
包
括
ケ
ア

と
職
員
育
成
な
ど
を
任
務

と
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
と
活
動
で
き

た
こ
と
を
誇
り
と
し
、
今

後
も
と
も
に
歩
ん
で
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
国
憲
法
施
行
か
ら
71
回
目
の
憲
法
記
念
日
と
な
っ
た
５
月
３
日
。
安

倍
内
閣
が
ね
ら
う
９
条
改
憲
を
阻
止
し
よ
う
と
、
全
国
各
地
２
５
０
か
所
以

上
で
集
会
や
デ
モ
、
宣
伝
な
ど
多
彩
な
行
動
が
と
り
く
ま
れ
ま
し
た
。

全
国
各
地
で

東
京
臨
海
防
災
公
園
で

は
「
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！　

平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を

！　

５
・
３
憲
法
集
会
」

が
開
催
さ
れ
、
昨
年
を
超

え
る
６
万
人
が
参
加
。
健

生
会
か
ら
は
三
多
摩
健
康

友
の
会
の
会
員
や
職
員
な

ど
５
２
０
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
集
会
で
は
、
学
者

や
市
民
が
リ
レ
ー
ト
ー
ク

を
お
こ
な
い
、
３
０
０
０

万
人
目
標
の
「
安
倍
９
条

改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
統
一
署

げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
12
年
暮
れ
に
発

足
し
た
第
２
次
安
倍
自
公

政
権
は
、
社
会
保
障
後

退
、
原
発
再
稼
働
、
戦
争

法
、
９
条
改
憲
な
ど
「
戦

争
す
る
国
づ
く
り
」
を
推

し
進
め
ま
し
た
。
そ
れ
に

対
し
、
戦
争
法
廃
止
、
９

条
改
憲
反
対
署
名
、
市
民

運
動
が
前
進
し
ま
し
た
。

超
高
齢
・
少
子
社
会
、

貧
困
と
格
差
、
社
会
的
孤

立
が
ひ
ろ
が
り
、
身
近
で

も
医
療
・
介
護
・
生
活
を

支
え
る
市
民
の
活
動
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
進

羽
村
相
互
診
療
所
移
転
、

病
児
保
育
室
「
ぱ
お
ぱ

お
」
開
設
、
16
年
は
立
川

相
互
病
院
移
転
、
健
生
会

ふ
れ
あ
い
相
互
病
院
の
開

設
と
い
う
時
期
で
し
た
。

共
同
す
る
友
の
会
は
健
康

づ
く
り
と
助
け
合
い
、
各

地
域
で
自
立
し
た
市
民
運

動
組
織
と
し
て
発
展
を
と

地
域
で
大
切
な
役
割
果
た
し

と
も
に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う

宮
地
秀
彰
医
師

名
」
の
数
が
１
３
５
０
万

人
を
突
破
し
た
こ
と
が
報

告
。
行
動
提
起
で
は
、
３

０
０
０
万
署
名
を
集
め
き

る
こ
と
が
呼
び
か
け
ら

れ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
わ
き
ま
し
た
。

「
３
０
０
０
万
署

名
」
各
職
場
で
多

彩
な
と
り
く
み

健
生
会
グ
ル
ー
プ
で

は
、
憲
法
を
守
ろ
う
と
各

職
場
や
事
業
所
で
創
意
工

夫
。
積
極
的
に
３
０
０
０

万
署
名
に
と
り
く
み
、
１

４
，
１
６
５
筆
の
協
力
を

集
め
て
い
ま
す
（
５
月
22

日
現
在
）。

日
野
台
診
療
所
は
宮
地

秀
彰
所
長
を
先
頭
に
署
名

を
推
進
。
立
川
相
互
病
院

の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
職
場
で
は
、
署

名
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
表
紙
を

作
っ
て
宣
伝
す
る
な
ど
、

多
彩
な
と
り
く
み
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。

平
和
と
人
権
、
主
権
在

民
を
か
か
げ
て
医
療
を
実

践
し
て
き
た
民
医
連
。
健

生
会
社
保
組
織
部
で
は
、

３
０
０
０
万
署
名
を
さ
ら

広
げ
て
目
標
達
成
し
、
憲

法
を
守
ろ
う
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

東
京
民
医
連
は
５
月
16

日
、
青
年
国
会
研
修
行
動

を
お
こ
な
い
、
全
都
の
９

法
人
か
ら
２
５
４
人
が
集

健
生
会
グ
ル
ー
プ
の
参

加
者
は
３
班
に
分
か
れ
、

18
人
の
国
会
議
員
の
控
室

を
訪
問
。
議
員
２
人
、
秘

書
６
人
と
対
話
、
要
請
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
こ
の
日
の
た
め
に
事

前
学
習
に
と
り
く
み
、
地

域
訪
問
を
し
、
請
願
書
を

作
成
。
地
域
の
声
を
持
ち

寄
っ
て
要
請
し
よ
う
と
準

備
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
山
添
拓

参
議
院
議
員
と
懇
談
し
た

羽
村
相
互
診
療
所
の
職
員

は
、
診
療
所
が
横
田
基
地

に
近
い
た
め
、「
夜
の
訓

練
の
せ
い
で
近
隣
住
民
は

眠
れ
な
い
ほ
ど
の
騒
音
被

害
に
苦
し
ん
で
い
る
」
と

訴
え
。「
ア
メ
リ
カ
に
言

い
返
せ
る
国
に
な
っ
て
」

「
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
が
不

安
」
な
ど
地
元
の
声
を
伝

え
ま
し
た
。
相
互
歯
科
の

職
員
は
山
添
議
員
に
歯
科

酷
書
を
手
渡
し
、「
口
腔

内
が
ひ
ど
い
状
況
に
な
る

前
に
受
診
し
て
ほ
し
い
。

安
心
し
て
受
診
で
き
る
よ

う
に
環
境
整
備
を
進
め

て
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

山
添
議
員
は
「
今
の
政

治
は
国
民
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
し
て
い
な
い
。
医

療
・
介
護
は
必
要
で
、
国

が
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
。
政
策

を
転
換
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
」
と
語
り
、
弁
護
士
と

し
て
横
田
基
地
訴
訟
に
か

か
わ
っ
た
経
験
か
ら
「
米

軍
機
の
飛
行
差
し
止
め
を

求
め
て
も
や
め
よ
う
と
し

な
い
現
実
が
あ
る
。
米
軍

が
飛
行
を
止
め
な
い
の
を

日
本
が
許
し
て
い
る
」
と

厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
政
治
と
か

か
わ
り
を
持
つ
体
験
が
で

き
て
良
か
っ
た
」「
自
分

の
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て

周
り
に
伝
え
て
い
け
る
よ

う
に
し
た
い
」「
政
治
を

見
直
す
機
会
に
な
っ
た
」

「
国
会
に
声
を
届
け
る
の

は
選
挙
し
か
な
い
と
思
っ

て
い
た
。
議
員
要
請
で
き

て
良
か
っ
た
」
と
感
想
を

寄
せ
ま
し
た
。

ま
り
ま
し
た
。
健
生
会
グ

ル
ー
プ
か
ら
は
新
入
職
員

を
中
心
に
16
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

山添参院議員と懇談する健生会の若手職員

政
治
み
な
お
す
機
会
に
な
っ
た

政
治
み
な
お
す
機
会
に
な
っ
た

東
京
民
医
連
・
青
年
国
会
研
修
行
動

住宅街の一角に突然戦跡が。太鼓橋のようにも見える

3000万署名3000万署名13501350万万筆を集約

東
京
臨
海
防
災
公
園
に
６
万
人

９９
条
守
れ

条
守
れ３０００万署名の到達数が発表され、高々と掲げられた

プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
ア
ピ
ー
ル

宮地秀彰医師が理事長を退任

社員総会を開催
社会医療法人社団健生会



２０１８年６月５日 第５３４号（3） 健 康 の い ず み

忙
し
い
け
れ
ど
、親
切
・
て
い

ね
い
、憲
法
９
条
改
悪
反
対

河内 拓己

今月の人健生会ふれあい
相互病院
 医事課課長
入職13年目です。2016年12月、健生会ふれ
あい相互病院開院時に医事課所属になりまし
た。規模の小さな病院ですが、入院・外来・
透析・往診と、医事課として考えられるほと
んどすべての業務に対応する職場です。忙し
い毎日ですが、親切・ていねいを
心がけています。９条改憲反対の
3000万署名に職場全体でとりく
み、職場目標を達成しました。

窓
口
業
務
を
し
て
い
る

と
、
保
険
料
を
払
え
な
い

た
め
に
保
険
に
未
加
入
、

保
険
証
を
持
っ
て
い
て
も

生
活
が
厳
し
く
て
窓
口
で

の
支
払
い
が
困
難
な
方
が

多
く
み
ら
れ
ま
す
。

68
歳
の
石
田
正
さ
ん

（
仮
名
）
は
、
昨
年
の
11

月
上
旬
、
窓
口
で
の
支
払

い
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、

無
料
低
額
診
療
の
相
談
を

さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
場
合
、
医
事

課
で
は
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）
と

連
携
し
ま
す
。
石
田
さ
ん

は
40
歳
で
正
社
員
を
辞

し
入
れ
と
生
活
状
況
を
伺

う
た
め
に
お
宅
を
訪
問
し

ま
し
た
。

石
田
さ
ん
は
長
年
ホ
テ

ル
の
接
客
業
の
仕
事
を
し

て
い
た
た
め
、
と
て
も
紳

士
的
で
部
屋
は
よ
く
整
理

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
方

で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な

い
市
営
住
宅
の
４
階
で
移

動
が
た
い
へ
ん
、
窓
の
立

て
つ
け
が
悪
く
室
内
が
寒

い
、
冷
蔵
庫
が
故
障
し
て

い
て
食
器
棚
に
な
っ
て
い

る
な
ど
、
訪
問
し
な
け
れ

ば
分
か
ら
な
い
問
題
も
見

つ
か
り
ま
し
た
。

石
田
さ
ん
は
訪
問
し
た

職
員
に
、「
こ
れ
か
ら
他

の
病
院
で
心
臓
の
手
術
を

し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

生
活
保
護
の
利
用
が
で
き

て
本
当
に
良
か
っ
た
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

た
末
に
立
川
相
互
病
院
に

入
院
し
た
も
の
の
、
生
活

保
護
の
利
用
に
は
ま
だ
抵

抗
が
あ
る
様
子
で
し
た
。

そ
の
た
め
医
師
や
Ｍ
Ｓ

退
院
後
、
石
田
さ
ん
に

電
話
で
生
活
状
況
を
お
聞

き
す
る
と
、
食
事
を
十
分

め
、
60
歳
ま
で
転
職
を
繰

り
返
し
て
い
ま
し
た
。
当

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
す
る

少
し
前
に
同
居
人
と
別

れ
、
独
居
で
年
金
暮
ら
し

で
す
。

「
自
己
責
任
論
」を
乗
り
越
え
て

新連載新連載

ワタシのワタシの
イチ事例イチ事例
⑤⑤

シ
リ
ー
ズ
・
一
職
場
一
事
例

Ｗ
、
医
事
課
職
員
が
入
院

中
に
働
き
か
け
、
よ
う
や

く
石
田
さ
ん
は
生
活
保
護

申
請
を
す
る
こ
と
に
。
退

院
当
日
に
生
活
保
護
申
請

を
す
る
体
制
が
で
き
ま
し

た
。

６
月
23
日
は
「
沖
縄
慰

霊
の
日
」
で
す
。
１
９
４

５
年
６
月
23
日
に
沖
縄
戦

の
組
織
的
戦
闘
が
終
結
し

た
こ
と
に
ち
な
ん
で
定
め

ら
れ
ま
し
た
。
沖
縄
戦
で

は
一
般
住
民
約
10
万
人
を

含
む
約
20
万
人
の
尊
い
命

が
奪
わ
れ
、
沖
縄
の
人
々

の
財
産
や
文
化
財
、
自
然

も
こ
と
ご
と
く
破
壊
さ
れ

ま
し
た
。

終
戦
後
も
沖
縄
の
苦
悩

は
続
い
て
い
ま
す
。
１
９

５
２
年
４
月
28
日
は
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約

に
よ
っ
て
日
本
が
国
際
社

会
に
復
帰
し
た
日
で
す

が
、
同
条
約
第
３
条
に
よ

っ
て
沖
縄
は
日
本
か
ら
切

り
離
さ
れ
、
米
国
の
統
治

下
に
置
か
れ
ま
し
た
。
米

国
の
統
治
下
で
は
、
日
本

国
憲
法
は
適
用
さ
れ
ず
、

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
１

９
７
２
年
５
月
15
日
、
沖

縄
は
日
本
復
帰
を
果
た
し

ま
し
た
が
、
今
も
在
日
米

軍
基
地
の
70
％
以
上
が
沖

縄
に
あ
り
、
沖
縄
県
民
は

米
軍
機
に
よ
る
騒
音
に
日

常
的
に
苦
し
め
ら
れ
て
お

り
、
米
兵
に
よ
る
凶
悪
な

犯
罪
や
事
故
は
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
高
江

ヘ
リ
パ
ッ
ド
や
辺
野
古
新

基
地
建
設
が
強
行
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
な
お
沖
縄
の
苦
悩
が

続
く
の
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
講
和
条
約
と
同
時

に
結
ば
れ
た
日
米
安
保
条

約
が
原
因
で
す
。
安
保
条

約
で
は
、
ア
メ
リ
カ
が
必

要
だ
と
い
え
ば
、
い
つ
で

も
日
本
の
ど
こ
に
で
も
米

軍
基
地
を
置
く
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
（
６
条
、
全

土
基
地
方
式
）、
日
本
の

軍
備
増
強
が
義
務
づ
け
ら

れ
（
３
条
）、
日
米
共
同

の
軍
事
作
戦
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
（
５
条
）。
そ

の
上
、
地
位
協
定
や
密
約

に
よ
っ
て
日
本
で
の
米
兵

の
犯
罪
の
ほ
と
ん
ど
を
事

実
上
日
本
で
裁
く
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

憲
法
の
前
文
は
「
全
世

界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く

恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
れ
、

平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る

権
利
を
有
す
る
」
と
し
て

い
ま
す
が
、
沖
縄
で
は
平

和
的
生
存
権
が
侵
害
さ

れ
、
憲
法
の
保
障
す
る
平

和
、
人
権
、
民
主
主
義
、

地
方
自
治
が
踏
み
に
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

辺
野
古
新
基
地
建
設
反

対
を
は
じ
め
と
す
る
沖
縄

の
た
た
か
い
は
、
ま
さ
に

憲
法
を
実
現
す
る
た
た
か

い
で
す
。
沖
縄
の
人
々
と

連
帯
し
、
基
地
の
な
い
日

本
、
９
条
が
輝
き
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

憲法 ⑩憲法憲法

今なお続く沖縄の苦悩
沖縄と連帯し基地のない日本実現へ

三多摩法律事務所  山口 真
なおみ

美 弁護士

経
済
的
に
困
難
な
人
を「
手
遅
れ
」に
さ
せ
な
い
た
め
に

人
権
侵
害
が
横
行
し
、
銃

剣
と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ

る
強
制
接
収
で
米
軍
基
地

「
他
人
の
税
金
を

　

使
い
た
く
な
い
」

受
診
後
、
肺
に
水
が
溜

ま
っ
て
い
る
と
診
断
さ

れ
、
医
師
か
ら
生
活
保
護

の
申
請
と
緊
急
入
院
を
勧

め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し

「
他
人
の
税
金
を
使
う
こ

と
に
抵
抗
が
あ
る
」
と
、

石
田
さ
ん
は
生
活
保
護
申

請
を
拒
否
。
１
週
間
考
え

に
摂
っ
て
お
ら

ず
、
生
活
保
護
の

認
定
が
下
り
る
か

不
安
で
い
っ
ぱ
い

で
い
る
と
言
い
ま

す
。
医
事
課
で
は

こ
の
状
況
を
共
有

し
、
飲
食
物
の
差

人
を
殺
す

自
己
責
任
論

全
日
本
民
医
連
が
２
０

１
７
年
に
お
こ
な
っ
た

「
経
済
的
事
由
に
よ
る
手

遅
れ
死
亡
事
例
調
査
」
で

は
、
1
年
間
に
63
人
も
の

命
が
失
わ
れ
た
と
報
告
し

て
い
ま
す
。
生
活
保
護
バ

ッ
シ
ン
グ
を
は
じ
め
と
す

る
自
己
責
任
論
が
「
人
を

殺
し
て
い
る
」
現
実
が
あ

り
ま
す
。

職
場
と
し
て
、
石
田
さ

ん
の
事
例
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
い
く
と
と
も
に
、

医
療
な
ど
社
会
保
障
の
拡

充
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。【
立
川
相
互
ふ
れ
あ

い
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
事
課
・

西
田
剛
士
】

終
戦
後

沖
縄縄

苦苦
悩

にに会ががり

職員ボランティア
が受診につきそい

健
生
会
は
５
月
20
日
、

立
川
相
互
ふ
れ
あ
い
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
被
爆
者
健
診
を

開
催
し
ま
し
た
。
被
爆
者

や
被
爆
２
世
の
方
、
50
人

が
受
診
し
ま
し
た
。
被
爆

者
健
診
実
行
委
員
会
が
中

心
と
な
り
、
職
員
70
人
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

被
爆
者
健
診
は
今
回
21
回

目
。
職
員
ら
は
受
診
に
訪

れ
た
人
た
ち
を
案
内
し
、

被
爆
体
験
の
聞
き
取
り
や

生
活
の
中
で
困
っ
た
こ
と

や
悩
み
を
聞
き
取
り
ま
し

た
。

健生会にしき訪問看護ステーション健生会にしき訪問看護ステーションが移転しましたが移転しました
新住所：〒 190-0022 東京都立川市錦町
 １－１６－１５
 健生会ふれあい相互病院１階
※電話・ファックス番号は変わりません

健
診
に
付
き
添
い
、
話
を
伺
う

第21回
被爆者健診



２０１８年６月５日第５３４号 （4）健 康 の い ず み

協同基金・協力債協同基金・協力債
募集中！募集中！

協同基金【無利息】一口５千円より
協力債【有利息】一口１万円より（5年間0.5％）
取り扱い窓口＝各事業所・法人経理部

ー
ト
ナ
ー
で
す
。
こ
の
事

業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ

せ
、
お
申
し
込
み
は
各
病

院
・
診
療
所
や
法
人
経
理

部
（
０
４
２
―
５
２
７
―

２
５
１
０
）
へ
。

等
』
の
理
念
を
大
切
に
、

差
額
ベ
ッ
ド
料
は
頂
き
ま

せ
ん
。
健
生
会
は
、
地
域

の
皆
さ
ま
が
『
救
急
時
の

困
っ
た
と
き
』、『
専
門
医

の
治
療
を
受
け
た
い
と

き
』、『
往
診
が
必
要
な
と

き
』
等
、
医
療
や
介
護
・

福
祉
で
困
っ
た
と
き
の
パ

協
同
基
金
は
、
立
川
相

互
病
院
を
は
じ
め
健
生
会

の
病
院
・
診
療
所
の
医
療

活
動
を
財
政
面
で
ご
支
援

い
た
だ
く
資
金
で
す
。
立

川
相
互
病
院
は
２
０
１
６

年
12
月
、
立
川
駅
北
口
に

開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
ど
お
り
『
い
の
ち
の
平

６
月
の
東
京
と
い
え
ば

梅
雨
入
り
の
季
節
で
す

ね
。
梅
雨
の
時
期
か
ら
気

を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い

の
は
熱
中
症
で
す
。
夏
は

汗
を
た
く
さ
ん
か
く
の

で
、
熱
中
症
に
な
り
や
す

い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
梅

雨
の
時
期
で
も
気
が
つ
か

な
い
う
ち
に
熱
中
症
を
引

き
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
の
時
期

は
湿
度
が
高
い
た
め
汗
が

蒸
発
し
に
く
く
、
身
体
に

熱
が
こ
も
り
や
す
く
な
っ

っ
て
行
き
、
い
つ
で
も
水

分
補
給
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
目

標
は
１
日
に
１
・
５
リ
ッ

気づきにくい梅雨時期の熱中症
上手な水分補給を

軽い運動や半身浴で汗をかき、暑さに対応できる身体に

暮らしの暮らしの

健康健康
教室教室⑲⑲

福
島
早
織
・
保
健
師

は
身
体
の
60
％
が
水
分
で

で
き
て
い
ま
す
。
身
体
の

６
％
の
水
分
を
失
う
と
頭

痛
や
体
温
の
上
昇
な
ど
の

脱
水
症
状
が
現
れ
ま
す
。

強
い
喉
の
渇
き
を
感
じ
る

こ
ろ
に
は
、
す
で
に
２
％

の
水
分
が
失
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
喉
が
渇

い
た
と
感
じ
る
前
に
、
こ

ま
め
な
水
分
摂
取
が
大
切

に
な
り
ま
す
。
人
は
寝
て

い
る
と
き
で
も
コ
ッ
プ
１

杯
の
汗
を
か
い
て
い
ま
す

の
で
、
就
寝
前
と
起
床
時

に
そ
れ
ぞ
れ
１
杯
、
お
風

呂
に
入
る
前
に
も
１
杯
水

を
飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
出
か
け
る
と

き
に
は
常
に
飲
み
物
を
持

ト
ル
の
水
分
摂
取
で
す

が
、
医
師
に
水
分
の
制
限

を
言
わ
れ
て
い
る
場
合

は
、
主
治
医
の
先
生
の
指

示
に
従
う
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
大
量
に

汗
を
か
い
た
と
き
に
は
塩

飴
や
経
口
補
水
液
な
ど

で
、
塩
分
も
併
せ
て
補
給

相互歯科の訪問歯科診療部門、
地域口腔保健センターでは、毎朝
全員でラジオ体操第一と第二をお
こなっています。松澤広高歯科医
師は、「訪問診療で運転するので
事故防止のために、３年くらい前
から始めました。治療上も身体を
使うことが多いから、朝みんなで
身体を作ってから出かけます」
「第１、第２を力いっぱいやると
汗をかきます。きちんとやればや
るほど身体に効きますね」と。

「口の体操、おしゃべりも合わ
せてやってます」と吉村三奈歯科
衛生士。朝の身体と気持ちに効く
ラジオ体操です。

みんなの
健康法・15

やればやるほど身体に効く
ラジオ体操第１・第２

力いっぱいラジオ体操力いっぱいラジオ体操

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。本

格
的
に
暑
く
な
る
前

に
、
早
め
に
暑
さ
に
対
応

で
き
る
身
体
に
し
て
お
く

の
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
の

一
つ
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
軽
い

運
動
や
半
身
浴
で
汗
を
か

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

晴
れ
た
日
は
ち
ょ
っ
と
遠

回
り
し
て
帰
る
、
い
つ
も

よ
り
大
股
早
歩
き
を
意
識

し
て
み
る
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
か
ら
始
め

て
、
ぜ
ひ
汗
を
か
く
と
い

う
機
会
を
増
や
す
よ
う
に

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

梅
雨
の
時
期
か
ら
し
っ

か
り
熱
中
症
対
策
を
と

り
、
元
気
に
梅
雨
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。

て
い
ま
す
。
ま
た
ま
だ
身

体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な

い
た
め
、
体
温
調
節
を
す

る
準
備
が
不
十
分
と
な
っ

て
い
る
の
も
熱
中
症
を
引

き
起
こ
す
原
因
の
一
つ
で

す
。
特
に
梅
雨
の
晴
れ
間

や
梅
雨
明
け
の
時
期
は
要

注
意
で
す
。

読者の声読者の声

患者会患者会
だよりだより

一
日
も
早
く
家
で

夫
婦
で
生
活
し
た
い

ワ
タ
シ
の
イ
チ
事
例
③

「
夫
婦
で
支
え
あ
い
自
宅

で
生
き
た
い
」、
多
く
の

人
が
そ
う
思
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
我
が
家
も
夫

が
大
腿
骨
骨
折
で
入
院
７

か
月
目
。
転
院
２
回
で
３

つ
め
の
病
院
に
入
院
中

で
、
ま
だ
立
っ
た
り
歩
い

た
り
が
う
ま
く
で
き
ま
せ

ん
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な

ど
の
病
気
を
持
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
体
重
も
骨

折
時
か
ら
10
㎏
以
上
減

り
、
46
㎏
で
す
。
一
日
も

早
く
、
家
で
、
夫
婦
で
生

活
で
き
る
日
を
待
っ
て
い

ま
す
。【
あ
き
る
野
市
・

名
無
し
の
権
兵
衛
さ
ん
】

で
し
ょ
う
か
？
【
日
野
市

・
Ｍ
・
Ａ
さ
ん
】

糖
尿
病
患
者
会
「
相
互

会
」
は
４
月
14
日
、
２
０

１
８
年
度
定
期
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
役
員
・
会

員
11
人
、
職
員
７
人
が
集

ま
り
、
来
賓
と
し
て
心
友

会
か
ら
２
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

総
会
で
は
前
年
度
の
活

動
報
告
・
会
計
報
告
が
お

こ
な
わ
れ
、
新
年
度
の
活

動
計
画
・
予
算
に
つ
い
て

話
し
合
い
。
調
理
実
習
や

秋
の
旅
行
計
画
に
つ
い
て

意
見
を
出
し
合
い
ま
し

た
。
課
題
だ
っ
た
会
員
拡

大
は
、
新
た
に
５
人
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
昼
食
は
カ
ロ
リ
ー
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
弁
当
を
摂

り
、
食
前
食
後
に
血
糖
測

定
も
実
施
し
ま
し
た
。

午
後
は
理
学
療
法
士
の

長
谷
部
さ
ん
を
講
師
に
、

「
糖
尿
病
の
運
動
療
法
〜

自
分
に
適
し
た
運
動
・
活

動
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
学

習
と
運
動
を
し
ま
し
た
。

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
実
践

し
て
み
て
、
日
常
生
活
の

中
に
意
識
的
に
運
動
を
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
新
年
度
も
会

員
拡
大
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
楽
し
く
た
め
に
な
る

相
互
会
と
し
て
活
動
し
て

い
き
ま
す
。
役
員
・
事
務

局
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

【
立
川
相
互
ふ
れ
あ
い
ク

リ
ニ
ッ
ク
医
事
課
・
北
野

暁
美
】

リ
ハ
ビ
リ
患
者
会
「
た

け
の
こ
会
」
は
４
月
14

日
、
春
の
集
い
を
開
き
、

会
員
さ
ん
と
ご
家
族
21
人

ハ
ビ
リ
医
の
山
田
智
医
師

を
講
師
に
「
脳
卒
中
の
後

遺
症
」
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
ふ
だ
ん
疑
問
に
思

っ
て
い
る
事
な
ど
た
く
さ

ん
質
問
が
出
さ
れ
、
山
田

医
師
は
て
い
ね
い
に
答
え

て
い
ま
し
た
。
昼
食
は
お

い
し
い
お
弁
当
と
お
団

子
、
そ
し
て
会
員
さ
ん
の

手
作
り
豚
汁
。
こ
の
豚
汁

が
絶
品
で
、
お
か
わ
り
が

な
く
な
る
ほ
ど
で
し
た
。

午
後
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
競
技
で
も
あ
る
「
ボ

ッ
チ
ャ
」
と
い
う
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
ま
し
た
。
優
勝

チ
ー
ム
は
豪
華
商
品
を
ゲ

ッ
ト
し
ま
し
た
。【
ふ
れ

あ
い
相
互
病
院
・
佐
取
佳

奈
作
業
療
法
士
】

痛
々
し
い
戦
争
の

傷
痕
に
び
っ
く
り

て
く
て
く
三
多
摩
戦
跡

ウ
ォ
ー
ク
②
の
記
事
に
び

っ
く
り
。
町
の
中
に
痛
々

し
い
戦
争
の
傷
痕
が
残
っ

て
い
る
と
は
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
戦
争
開
始
年
生

ま
れ
の
私
、
複
雑
な
心
境

で
し
た
。
記
事
の
場
所
は

ぜ
ひ
文
化
財
と
し
て
後
世

に
残
し
た
い
で
す
ね
。
今

も
世
界
各
地
で
戦
い
が
続

い
て
い
ま
す
。
人
間
の
愚

か
さ
は
な
く
な
ら
な
い
の

タ
イ
ト
ル
に
納
得

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
下
に

健
康
教
室
の
記
事
が
。
よ

く
な
い
と
わ
か
っ
て
い
て

も
や
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

生
活
習
慣
、
あ
る
あ
る
、

今
も
夕
食
後
に
プ
リ
ン
と

コ
ー
ヒ
ー
で
ま
っ
た
り
。

寝
る
の
も
つ
い
遅
く
な
り

が
ち
。
で
も
今
日
は
プ
ー

ル
で
泳
い
だ
か
ら
い
い
か

（
笑
）。
タ
イ
ト
ル
『
で

き
そ
う
な
こ
と
を
見
つ
け

て
心
も
身
体
も
健
康

に
』、
納
得
！
【
八
王
子

市
・
Ｙ
・
Ｙ
さ
ん
】

こ
ま
め
な
水
分
補

給
で
熱
中
症
予
防

こ
の
時
期
の
熱
中
症
対

策
で
大
切
な
の
は
、
こ
ま

め
な
水
分
補
給
で
す
。
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

受
付
を
す
ま
せ
健
康
チ

ェ
ッ
ク
。
血
圧
・
血
管
年

齢
・
骨
密
度
を
測
り
、
リ

学
習
と
運
動
で

身
体
も
心
も
ス
ッ
キ
リ

ボ
ッ
チ
ャ
で

楽
し
く
運
動

み
ん
な
で
記
念
撮
影

ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
を
の
ば
す

糖尿病患者
会「相互会」

パラ競技パラ競技

リハビリ
患者会

「たけのこ会」



２０１８年６月５日（ 5 ） 健 康 の い ず み 第５３４号

６月

外
来
診
療
表

休
診
・
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。
電
話
又
は
受
付
で
お
確
か
め

下
さ
い
。

立川相互病院 〒190-8578　立川市緑町4-1　TEL042-525-2585　救急指定病院　産婦人科は予約優先　＊印は妊婦健診　眼科は予約制。
予約センター（電話予約　042-525-2536）　平日9:00～17:30　土曜9:00～12:30

月 火 水 木 金 土
午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 午前 午後

産 婦 人 科 ＊長坂張
平林

佐藤（不妊・予）
小島

＊平林
佐藤
長坂

＊張
佐藤
池田

＊島袋
長坂
小島

エコー外来
（輪番･予）

＊小島
島袋
張

産後検診
（輪番・予） 輪番

眼 科 大久保 大久保 輪番 輪番 輪番 矢野 大久保 矢野 大久保 大久保 大久保 堀越 大久保 堀越
紹 介 外 来 内 科 草島 大塚 大塚 山田秀 草島
外 科 津島 髙橋雅（食道

・胃・他） 輪番 中島（呼吸器
外科・他） 輪番

脳 神 経 外 科 安部（予） 安部（予）
肩関節・スポーツ紹介外来 守重（予）

略　号
（循）循環器
（心）心　臓
（神）神　経
（呼）呼吸器
（塵肺）じん肺
（消）消化器
（肝）肝　臓
（腎）腎　臓
（糖）糖尿病
（血）血　液
（内代）内分泌・代謝
（リハ）リハビリ
（リウ）リウマチ
（甲）甲状腺
（代）代　謝
（ペ）ペースメーカ－
（内）一般内科
（更）更年期
（アル）アルコール
（呼外）呼吸器外科
（CF）大腸内視鏡検査
（GF）上部（胃）
　　内視鏡検査
（禁）禁　煙
◎ 診　療
（予）予　約
〇内の数字は
該当週
（輪番）=交代制
お問いあわせ下
さい。

立川相互ふれあいクリニック 受付時間　午前8:30～11:00　午後13:00～15:30　夜間16:30～19:00  診察開始時間　午前9:00～　午後13:30～　夜間17:00～　（予約センター）月・水・金8:30～17:00　　火・木8:30～19:00　土8:30～12:00　
月 火 水 木 金 土

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 午前

２　

階

内　

科

初 診
一 般

花田 花田 花田 花田 福田 島田 島田 安川 浜埜②除く 森 信太 原田 益田・平野光
恩田 原田 松井 福田 櫻井 南條 藤井 赤間 浅井宏 信太 広瀬①
池邊 曽田 安東 藤井 神田 高 福田② 菊山 浅井宏 赤間③

赤間 西田 杉田 奥泉②④

予 約

（内）安川 （内）斉藤行②④ （内）木戸 （内）新津（14:00～）（呼）阿部英 （内）豊原 （内）豊原 (内)山田正 （内）松田 （内）曽田②④ （内）大谷 （内）大谷 （内)斉藤行①③
（内）藤井 （内）恩田 （呼）唐沢 （呼）阿部英 （消）橋本 （呼・禁）土屋香（消）田中達 （内）小泉豪①③ (内)小林重②④（内）大谷①③ （呼外）木村文（呼）草島①③ （呼)粂①
（呼）土屋香 （呼）草島 （呼）阿部英 （塵肺）草島② （腎）小泉博 （消）松井 （神）鈴木健 （呼）草島 （内）安川②④（内）福田② （消）松井 （神）久保田 （呼）草島②
（消）関川 （リウ）片岡 （呼）山田秀 （消）野澤 （腎）大石 （消）谷口①③ （神）濱田雅 （呼）阿部英 （呼）土屋香 （呼）草島 （腎)大石 （神）志知②④ （呼）丹内③
（腎）小川 （呼）草島 （腎）小泉博 （消）佐藤悠②④ （消）橋本 （腎）鈴木創 （呼）阿部英 （神）志知 （呼）佐藤亮③

（腎）小泉博 （リウ）知念 （呼）土屋香
(神）濱田雅 （消）松井

耳 鼻 咽 喉 科 日高 浦中 鳥居 星野 新橋 (輪番)

３　

階

内　

科
予 約

（循）新藤②④（糖・代）樫山 （内）新井隆 （循）井上友 （循）田村①③ （循）小畑幸②④ （循）田村 （循)大塚 （循）田村 （糖・代）樫山 （糖・代）樫山 （糖・代）樫山②④
（糖・代）宮城 （糖・代）寺師 （循）田村 （循）稲葉 （循）新藤 (循)田村① （糖・代）樫山 （循）戸田慧 （糖・代）寺師 （糖・代）寺師 （糖・代）宮城 （糖・代）津村⑤除く
（糖・代）樫山 （糖・代）山崎 （糖・代）寺師 （糖・代）樫山⑤除く（糖・代）樫山⑤除く （糖・代）新井敦 （循）岡部 （糖・代）樫山 （糖・代）新井敦 （糖・代）宮城①③
（甲内代）住友② （糖・代）青柳①③ （糖・代）樫山②除く （糖・代）寺師 （糖・代）青柳 （糖・代）角南 （糖・代）宮城

（リハ）山田智 （糖・代）角南 （糖・代）山崎

４　

階

外　科 一 般
中本 若田 高橋雅 (予)高橋雅 新堰 髙橋雅 一沢 土曜の外科はありません

中島拓 児嶋 戸田匠
蜂須賀

乳腺外来（予）五月女 （予）新堰 （予）新堰 （予）一沢

皮 膚 科
戸張 尾立 長尾 尾立 林 林 澤田 澤田 (予)尾立 尾立 尾立 （予）尾立⑤除く

津島綾 戸張 尾立 戸張 宋 菅原 林 林 林・卜部 林
（予）澤田①⑤
（予）星野雄③
（予）戸張②④⑤

整 形 外 科

日野出 山田浩 松谷①③⑤ 伊佐治 江口 （予）江口 向山 伊佐治
向山 浅井秀②④ 高橋晃

丸山 宇川 丸山 平野史 [担当医］（10：00～）
牛尾（10：00～） 黒木 鳥山 増澤

５階 健康管理センター 安田行 安川 石戸 石戸 石戸 竹山

〒190-0022　立川市錦町1-23-4　TEL042-524-1371　夜間外来ではできない検査もあります。　内科専門外来と外科外来は予約制です。

月 火 水 木 金 土
午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 午前 午後

精 神 科 永井 永井 小林義 小林義 永井 永井 小林義
永井

小林義
永井 永井 輪番

泌 尿 器 科 栗田李（予） 西村（14:00～） 李 栗田
森川（予） 栗田（予） 栗田

李（予） 西村（14:00～） 一ノ瀬（予）
栗田 栗田（予） 森川

透 析 室 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

訪 問 診 療

原田 新山 山崎 新井隆 南條 水野 赤間 森 木戸 藤井 安田行①②③⑤
菊山 澁谷 藤井②④ 安田肇 宮城 赤間 小泉豪②④ 山田智②④ 戸張(皮) 池邊 赤間④

曽田 小川 山田智 山田智②④
新山①③

健生会ふれあい相互病院 泌尿器科は予約優先です。　精神科は現在新規の予約を受けておりません。完全予約制です。ご了承ください。
予約センター（電話予約）平日9:00～17:30　土曜9:00～12:30　〒190-0022　立川市錦町1-16-15　TEL042-512-8720　受付時間　午前8:30～11:00　午後13:00～15:30

あきしま相互病院 （医療療養型病院107床、通所リハビリテーション、訪問診療）〒196-0035　昭島市もくせいの杜2-2-1　TEL 042-500-2077　FAX 042-500-2078
※通所リハビリテーション、ショートステイ、長期の入院に応じます。ご相談下さい。一般外来は行っていません。
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日野台診療所
診療科目　内科 ・小児科　受付時間 午前8:45～11:30
午後13:45～16:00　夜間16:45～19:30
〒191-0003日野市日野台4-26-16 TEL042-581-6175 FAX 042-581-4070

月 火 水 木 金 土

午
前
寺師 宮地

安田 宮地 寺師
宮地

安田
宮地

比嘉①③
松井②
安田④

訪問診療
午
後
安田 （小児・予約） 休診 休診 赤羽

訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療
夜
間 赤羽

大南ファミリ
ークリニック

診察科目　内科・小児科
受付時間　午前8:45～12:00/午後(予約)14:00～16:00/夜間(木)17:30～19:30
〒208-0013 武蔵村山市大南2-1-8 TEL 042-590-0373　FAX 042-590-5700

月 火 水 木 金 土
午
前
蜂須賀（内）
金子（内）

青柳（内）
菅野（内）①②④
五十嵐（内）③

大石（内）
宮本（内）

小林（内）
金子（内）
エコー検査

赤間（内）
奥野（内）

菅野（内）②③④⑤
代診（内）①

午
後

廣瀬
（小児ワクチン外来・予）

訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療
夜
間

赤羽（内）③⑤
飯塚（内）②④

谷保駅前相互診療所
診療科目 内科・整形外科 　〒186-0003 国立市富士見台1-17-36
受付時間 午前 8:45～12:00　午後 往診
TEL 042-576-3896 FAX 042-571-6657

月 火 水 木 金 土
午
前
赤間
山口（～10:00）

赤間
清水

児嶋（整形）
清水

蜂須賀
山口（～10：00）

鎌尾
輪番

木村①⑤
小林②③④

午
後 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療

相互歯科
診療科目 歯科・小児歯科・矯正歯科
 立川成人歯科検診・立川妊婦歯科検診 随時受付
〒190-0022 立川市錦町1-17-10 TEL 042-525-6480 FAX 042-522-0348

友の会会員と家族の歯科無料検診（予約）をおこなっています。
相互歯科地域口腔保健センター訪問診療部
在宅や入院の方の往診（訪問）診療相談を受け付けています。電話080-3384-3575
訪問時間は、（月）（水）（金）（土）は９時～17時まで。
　　　　　　（火）は９時～12時まで。

月 火 水 木 金 土 診療時間
午前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 9:00～13:00
午後 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 14:00～17:00（月・水・土）

12:30～17:00（火・金）
夜間 ◎ ◎ 17:00～20:00（火・金）

けんせい歯科
診療科目　歯科・小児歯科・矯正歯科
〒192-0082 八王子市東町2-3 八王子共立ビル4Ｆ
TEL 042-646-8883 FAX 042-646-8805

友の会会員と家族の歯科無料検診（予約）をおこなっています。在宅や入院中の方の往診
（訪問）診療相談受け付けます。なお、医師名は表記しておりませんのでご了承下さい。

月 火 水 木 金 土 診療時間
午前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 9:00～13:00
午後 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 14:00～17:00（月・金・土）

12:30～17:00（火・木）
夜間 ◎ ◎ 17:00～20:00（火・木）

〒183-0052　府中市新町1-67-2当麻マンション103号
　　　　　　TEL 042-340-5060 FAX 042-340-5622

〒185-0034　国分寺市光町3-13-34　3階
　　　　　　TEL 042-573-4058　FAX042-573-4059

府中市地域包括支援センターしんまち

国分寺地域包括支援センターひかり透析診療（予約制）昼間透析　月～土
  　　　　　　　　　準夜透析　月・水・金

すながわ相互診療所
〒190-0002 立川市幸町5-9-2 TEL 042-538-1502 FAX 042-534-0372

介護相談・ケアプランの作成をいたします。
健生会ケアプランセンター昭島　　　　　　　　　電話　042-544-9970
健生会ケアプランセンター国分寺　　　　　　　　電話　042-577-1701
健生会ケアプランセンター府中　　　　　　　　　電話　042-365-0346
健生会ケアプランセンター羽村　　　　　　　　　電話　042-555-3180
健生会ケアプランセンター日野　　　　　　　　　電話　042-581-4093

往診（訪問診療）は、どの事業所でも
受け付けています。お気軽にご相談ください。

昭島相互診療所
月 火 水 木 金 土

午
前
安西
（予）渡辺

藍沢
（外）蜂須賀
（予）渡辺

山田①③
田村②④
井出（呼・予）
安西

安西
（成・予）渡辺

櫻井
長谷川②
（予）田村②④

安西①②
渡辺④
小林④
代診③⑤

訪問診療 訪問診療
午
後
（整形）黒木②④ （糖・予）山崎

（予）田村②
（予）安田
（予）渡辺 （予）長谷川②④

訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療

診療科目　内科　受付時間 午前8:40～12:00 午後13:30～16:00
〒196-0031昭島市福島町908-17 TEL 042-545-2712 FAX 042-545-8825

訪問看護ステーション

に し き
(立川南部)

TEL 042-522-3621
FAX 042-522-3683

東 中 神
(昭島)

TEL 042-546-2919
FAX 042-546-2973

さ か え
(立川北部)

TEL 042-537-3441
FAX 042-537-3468

緑 が 丘
(武蔵村山)

TEL 042-563-2133
FAX 042-562-8098

し ん ま ち
（府中）

TEL 042-336-0600
FAX 042-336-0603

ひ の だ い
(日野)

TEL 042-582-7110
FAX 042-582-7118

日 吉 町
（国分寺）

TEL 042-573-6599
FAX 042-573-6998

に し た ま
（羽村）

TEL 042-570-1815
FAX 042-570-1816

いずれも午前９時～午後５時まで、ＦＡＸは24時間受け付けます

府中診療所
診療科目　内科・循環器科・代謝科・消化器科・整形外科
受付時間　午前8:40～12:00　午後13:30～16:00　夜間16:30～19:00
〒183-0055 府中市府中町1-13-3 TEL 042-365-0321 FAX 042-365-0323

月 火 水 木 金 土

午
前
高橋
藤林美

児嶋（整形）
浅谷

喜連川
小畑（～11：00）

藤林和②④
岩本

児嶋（整形）
金澤

小畑①③
小泉②④輪番④⑤

訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療

午
後
浅谷
藤林美 ①③ 日野 木住野

竹田 休診 浅谷
寺本

訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療
夜
間 寺本

※エコー（超音波）等の検査を受診できます（予約制）。医師にご相談ください。

子ども診療所
受付時間　午前8:45～11:00　午後13:15～16:00　夜間16:45～19:00
〒190-0022 立川市錦町1-23-25 １階 TEL042-525-6555 FAX 042-525-6556
要予約＝専門外来(042-525-6555）、乳児健診・予防接種（ネット予約または
042-548-7767(24時間対応））

月 火 水 木 金 土

午
前
一般外来 ○ ○ ○ ○ ○ ○
専門外来 アレルギー 相談 アレルギー
ワクチン外来 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午
後

一般外来 ○ ○

専門外来 乳児健診　アレルギー
予防接種　おしっこ外来

乳児健診
予防接種

乳児健診　アレルギー
予防接種　代謝①③⑤

循環器
思春期

アレルギー
思春期

ワクチン外来 ○ ○ ○ ○ ○

夜
間
一般外来 ○
専門外来 アレルギー①②④
ワクチン外来 ○

立川　子ども診療所 検索

　病児保育室は、病気やけがで療養が必要なお子さんをご自宅
で療養できないとき、一時的にお預かりする保育施設です。
　ご利用には事前登録が必要です。詳しくは病児保育室ぱおぱ
お（042-521-2777）にお問い合わせいただくか、子ども診療所ホー
ムページをご覧ください。

立川市委託事業

羽村相互診療所
診療科目　内科・小児科　
受付時間　午前8:30～12:00　午後12:30～15:30　夜間17:00～20:00
〒205-0023 羽村市神明台1-30-5  TEL 042-554-5420 FAX 042-555-3151

月 火 水 木 金 土
午
前
小林（予）①③
木嶋
井上②④

小林
江夏
樫山(糖)②

木嶋
寺本
江夏

村田
輪番

木嶋
岡野

井上②④
木村① 春木②⑤
服部①④ 輪番③⑤

午
後

飯塚（物忘れ予約）
木嶋
奥野(小児)*①②③
中村(小児)*④

木嶋
岡野

訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療
夜
間 山下

山田①③
井上②
小林④

井上①③
長谷川②④
小林⑤

＊透析診療（予約制）　昼間透析月～土　　準夜透析月・水・金
＊水午後 小児科　 14:30～15:00 病児 / 15:00～16:30 予防接種と乳児健診

ケアプランセンターなのはな　立川  　　　　　　 電話　042-523-7026

ケアプランセンターなのはな　国立  　　　　　    電話　042-580-0883

ケアプランセンターなのはな　武蔵村山　　　      電話　042-590-0030

社会福祉法人　三多摩福祉会

国分寺ひかり診療所
診療科目　内科　　〒185-0034 国分寺市光町3-13-34 
受付時間　午前8:45～11:30　午後 往診
TEL 042-573-4011 FAX 042-573-4039

月 火 水 木 金 土

午
前
小泉豪
竹下

小泉豪
吉本
エコー検査

小泉豪 石尾
栄養相談④

古谷
福地①③

古谷①③⑤
矢可部（予・物忘れ）②④

訪問診療 訪問診療 訪問診療
午
後 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療

※エコー（超音波）検査は毎週火曜午前に受診できます（予約制）。医師にご相談ください。
※定期受診の方は、時間予約をおすすめいたします。　※国分寺市民健診が５月から始まっています。早めの受診をおすすめしています。

※ホームページから検診の予約ができます。　※三多摩健康友の会にぜひご入会を

※４月より午後は予約・専門外来のみになりました。ご了承ください。
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